東京国際大学商学部　情報システム学科/情報ビジネス学科

2011年度卒業研究発表会予稿集（2012年2月11日（土））


卒研発表会の概要と予稿集原稿の書き方
～執筆要項に準じたテンプレートの開発～

04029999 　国際　太郎　（○○ゼミナール）
東京国際大学商学部の情報ビジネスまたは情報システム学科に所属する学生は，最先端の情報技術を徹底して学びながら，実社会のビジネスへと展開できる知恵と技能を，卒業研究を通じて身につけている。　そこで、情報ビジネス学科では、200７年度から卒業研究生全員による卒業研究発表会を実施することにした。研究発表会は、成果報告と質疑応答を通じて、その成果を評価すると共に、学内外に研究成果を発信することを目的とするものである。

本稿は、研究内容をまとめ、本学内外に公開することを目的とする予稿集の記述方法を述べるものである。
1． はじめに
今日の社会では，情報分野の高い専門能力を持ちつつ，ビジネスの素養も備えたスペシャリストが切実に求められている。東京国際大学商学部の情報ビジネス系のゼミナールに所属する学生は，最先端の情報技術を徹底して学びながら，実社会のビジネスへと展開できる知恵と技能を，卒業研究を通じて身につけている。
これらの成果を学内外に発信するために，情報システム学科では，2004年度から、ゼミ単位に、卒業研究生の希望者による卒業研究発表会を実施してきた。
2007年度からは、情報システム学科4年生全員を対象に、その研究成果を評価する場として実施することにした。
　本論文では，「2010年度の卒業研究発表会」の概要と，予稿集に掲載する原稿の作成方法について述べる。具体的には，２章で卒業研究発表会の概要，３章で予稿集の概要，４章で予稿集に掲載する原稿の作成方法について述べる。

2． 卒業研究発表会の概要
　2010年度の卒業研究発表会の概要を述べる。実施日は，201１年2月5日(土)であり，発表時間は1件あたり12分（発表７分，質疑応答４分, 移動1分)とする。また，１つの会場で実施していては時間がないので，2010年度はマルチ・セッションの形式をとる。各セッションの組合せは件数のバランスをとるために，ゼミ所属人数を基準に決定する。表１にその概要を示す。
　この発表会には，教員はもちろんのこと，そのゼミに所属する全学生（演習１～４）と卒業生，及び企業や高等学校などの招待された者が参加する予定である。
　なお，全セッションの終了後には，参加者間の各種交流と発表者の労をねぎらうために，合同で懇親会を開催する予定である。
3． 予稿集の概要と提出期限
　卒業研究発表会で配布する予稿集の概要を述べる。予稿集に掲載する論文は，1件あたりA4用紙2ページの分量にする。情報システム系の学術研究分野においてメジャーな学会の１つである情報処理学会が開催する全国大会の形式（２）に準拠することに決定したが，そのままでは学生にとってイメージしにくいため本論文を作成した。具体的な作成方法については４章を参照されたい。
　予稿集の製本は，大学の事務局から、全原稿をまとめて印刷業者に発注する必要がある。したがって、　予稿集提出の締め切り日は201１年1月21日（金）とする。

  そこで、２ページの予稿集原稿を、プリントしたもの（片面印刷）を教務課に提出するとともに、電子版のデータ（Word.doc）をゼミの先生に提出すること。そのとき、文書名を「発表番号　氏名」とすること。発表番号は、大会Webの発表スケジュールに示されている。発表番号は半角文字、氏名は全角文字とする。
2009年度からは、Webで学内でのみ、「予稿集」を参照できるようにしている。

4． 原稿の作成方法
　予稿集に掲載する原稿の作成方法について述べる。原稿の構成は，タイトル，発表者名，所属，概要，本文，参考文献，付録の順序とする。以下にその詳細を述べる。なお，本論文のファイルをテンプレートとして用いた場合には，以下に述べる詳細に準じて作成しているため，特別な変更は必要ない。
4．1 用紙の設定

　用紙の「ページ設定」において，余白を上30mm，下25mm，左20mm，右20mmとする。文字方向を横書き，２段組とする。（ただし，概要についてはこの限
表１　発表会のセッションと発表予定件数（件）

[image: image1]りではない。）文字数と行数の指定について，本論文では「標準の文字数を使う」にしているが特に強制するものではない。また，ヘッダーの同じ位置に「東京国際大学商学部　情報システム系ゼミナール」と「2010年度卒業研究発表会予稿集（2011年2月5日（土））」という２行の文章を，「MS P明朝」のフォントを用いて，「10ポイント」のフォントサイズで入れること。これは共通で組み入れるものなので，修正したり加筆あるいは削除したり，個別に変更することは認めない。ページ番号については，印刷をする業者が入れるので，原稿提出時点には必要ない。
4．2 発表のタイトル
　発表タイトルを，「MS Pゴシック」のフォントを用いて，「18ポイント」のフォントサイズ，「太字」の書式設定にして，「中央揃え」に設定する。なお，必要に応じてサブタイトルを付けることも可能である。そのときは「MS Pゴシック」のフォントを用いて，「14ポイント」のフォントサイズ，「太字」の書式設定にして，「中央揃え」に設定する。
4．3 発表者の学籍番号，氏名，所属

　発表者の学籍番号と氏名を，「MS P明朝」のフォントを用いて，「16ポイント」のフォントサイズにして，「中央揃え」に設定する。そのあとに，所属するゼミを「（）」をつけて記述しておく。

4．4 概要（アブストラクト）

　論文の概要(Abstract)は，文体は「である」調で記述し，200～300字程度で記述すること。「MS P明朝」のフォントを用いて，「10.5ポイント」のフォントサイズにして，「両端揃え」に設定する。
4．5 本文
　本文は，文体は「である」調で記述し，章・節・項，等の見出しをつけて読み易くする。図１にその例を示す。
　なお，本文の文章については，「MS P明朝」のフォントを用いて，「10.5ポイント」のフォントサイズに設定する。章・節・項，等の見出しは，「MS Pゴシック」のフォントを用いて，「10.5ポイント」のフォントサイズ，「太字」の書式設定にして，直前を１行あけて見やすくする。なお，長い数式の誘導や，プログラムについての説明など，詳細な記述が必要で内容が冗長になるときは，付録にして原稿の最後に独立させた方がよい。
4．6 参考文献
　記述内容に直接関連のある文献は，主文中における該当箇所，あるいはその文章の最後において，肩上の（　）内に論文全体を通じての通し番号を示す（フォントの書式の文字飾りを「上付き」に設定）。またその文献の内容を読者が確認できるように，論文の最後にまとめてその詳細を記述すること。
4．7 図表

　図表については，そのまま印刷されるので，明瞭に記述する。図表は，論文全体を通じて通し番号をつけて文中で引用する。図と表を配置した場所には，必ず図の番号とタイトルは下欄に，表の番号とタイトルは上欄に表示する。なお，図表はいずれも白黒のものとする。
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	図１　本文における章・節・項，等の見出し


5． おわりに

　本論文では，2010年度の卒業研究発表会の概要と，予稿集に掲載する原稿の作成方法等について述べた。本論文が，原稿を執筆する学生の一助となれば幸いである。
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